
石狩市の部活動の地域連携・地域移行
について（方向性）



◆子どもたちが、スポーツや芸術文化を楽しむことができる環境を確保する

〈具体的には〉

✓ 現在活動している中学校の部活動の地域連携・地域移行を進め、多くの生徒がスポーツや文化
芸術の活動を楽しめる環境整備を行う
✓ 存続が厳しい、受け皿の確保が可能な中学校の部活動（体育系・文科系）を優先的に、合同部
活動の導入や地域クラブ活動（受け皿）の場を確保する
✓ 上記のほか、子どもたちがスポーツや文化芸術を親しむことができる機会の提供を検討する

目的（目標）

市が目指す地域連携・地域移行の目的（最終目標）
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地域連携・地域移行のイメージ

ヒト

モノ

カネ

【実施主体】
市又は市が関与する団体が担い、
カネ・ヒト・モノをマネジメント
（管理）する

✓ 地域連携により合同部活動の
導入や部活動指導員での対応の
場合は学校が運営主体となる

✓ 市の地域移行の目的を理解
した団体（既存団体がベース）
が運営主体となる

✓ 存続が厳しい又は受け皿の
確保が可能な部活動の地域移
行は全部移行、一部移行（土
日祝）どちらでも可とする

✓ 運営費は、保護者負担（市
が上限設定）、市運営補助、
自主財源を想定

✓ 運営主体は、準備が整い次
第開始

【運営主体】

スポーツ団体、文化芸術団体、
学校関係者などで構成

（事務局～市）

【協議会】

・推進計画策定と進捗管理
・存続が厳しい又は受け皿の
確保が可能な中学校の部活動
（体育系・文科系）を優先的
に地域連携・地域移行を進め
ていく

・資源（カネ・ヒト・モ
ノ）を配分
・運営補助（基準策定）
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地域連携・地域移行のスケジュール

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度～

協議会

市
(教委・保
健福祉部)

実施主体
運営主体

○協議会設置（1月～2月)
○「石狩市地域連携・地域移行に関する推進計画」策定（２か年度）

実施主体が業務を担う

部活動以外のスポーツや文化芸術を楽しむことができる機会の提供を検討する

推進計画の進捗管理

現に活動する部活動を、①（優先）か②に位置付けして、①（優先）につ
いて、運営主体を確保

※ 中学校の部活動を
① 存続が厳しい部活動又は受け皿の確保が可能な部活動（優先）・・・部活動廃止する方向

【候補】野球、ソフトボール、サッカー
② その他 ・・・当面、存続が可能な部活動は中学校の部活動存続のまま、部活動指導員の配置を検討

【候補】テニス、バスケットボール、バレーボール、バドミントン、剣道、卓球、陸上、文科系
に分けて地域連携・地域移行を進めていく

運営主体（準備出来次第、活動開始）

運営補助（令和６年度制度設計・令和７年度運用開始）実施

①（優先）の地域連携・地域移行を進める

地区別保護者説明会
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回数 時期 内容

第１回 Ｒ６.２ ○協議会設置
○情報共有（国ガイドライン、道推進計画、市部活動の現状）
○アンケート内容・実施時期調整
○今後の進め方（令和５年度～令和６年度）

第２回 Ｒ６.５ ○市推進計画の考え方を提示の上協議
<考え方の主の内容>
・目的…子どもたちのスポーツや文化芸術の環境整備を図る
・方針…存続が厳しい又は受け皿が確保できる部活動を優先的に地域移行を進める。想定はソフトボール、野球、

サッカーなど。今後、部活動の活動状況で地域移行を進める部活動を追加する。
選定は協議会で決定。その他の部活動は、部活動指導員の配置を目指す（教職員の働き方改革推進）。

・実施主体…市又は市が関与する団体
・運営主体…既存団体などの条件設定（協議会決定）。運営主体は、活動名称、活動種目、活動時
間（休養日）、費用負担、保険加入など実施要項を策定

・費用のあり方…活動費用の捻出方法などを検討

第３回 Ｒ６.７～８ ○市推進計画を審議

第４回 Ｒ６.10～11 ○市推進計画を審議

地区別説明会 Ｒ６.12頃 ○地区別保護者説明会（花川南・花川北（樽川）・厚田区・浜益区）（現時点の想定）

第６回 Ｒ７.２～３ ○市推進計画決定

協議会スケジュール案（令和５年度～令和６年度） P４


